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1．はじめに  

自動車船は、日本の数ケ所の港から海外の数  

ケ所の港へ自動車を積んで運搬する船である。  

貨物（自動車）は高速に自走できるため、搬  

入。搬出が比較的短時間で行えるというメリ  

ットがある。船内は立体駐車場のようになっ  

ているが、効率を重視するためスペースのほ  

ば100％を使い切るようにしている。そのた  

3．表記  

ブッキングサマリ：（図1）  

積港、揚港、高さ毎のRTを表した表。  

サイドビュー：（図2）  

船を横から見た図。  

グラフ：（図3）  

ホールドの接続関係を表した図。  

アークの存在する所は接続されている。   め、出入口から駐車  

スペースまでの通路  

が空くように搬入。  

搬出を計画しなけれ  

ばいけない。  

A港   B港   C港   

0   300   且000  Ⅹ  

100   0   200  港   

220cm   0   0   乱00   

乱60cm   200   且500   400  Y  

0   500   200  
港           皿80cm  

220cm   0   0   0   

且60cm   1500   100   100  Z  

600   200   0  
港           180cm  

2．方針  

基本的には、最初に積む車両は奥に、最初に  

揚げる車両は事前に置くようにしなければい  

けない。また、船内のデッキの高さは異なっ  

ており、背高車両は背高デッキにしか置けな  

い。背低車両は背高デッキと背低デッキに置  

ける。このような条件を満たす積み付けプラ  

ンの作成は非常に難しい問題となっており、  

非常に専門的な作業で高度の熱練を要してい  

る。プランはこれまで、プランナーと呼ばれ  

る熟練者によって行われていた。熟練者以外  

にも作業が行えるように自動席割が必要とな  

ってきている。  

図1ブッキングサマリ  

船はA港→B港→C港→Ⅹ港→Y港→Z港の  

順に寄港する。図1は、▲A港で積んでⅩ港で  

揚げる車両が100Rであることを表している。  

船を横から見た図  

ホ「ルド  

メロープ  積み付け制約には以下のようなものがある。  

。車両を積むことができる。  

。車両を揚げることができる。  

。車両の高さがデッキ高さより低い。  図2サイドビュー  
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同一・・－デッキ間では、隔壁がないホールド間を  

移動できる。異なるデッキ間では、スロープ  

により移動できる。（アークとして表現）   

図2と対応  

図3 グラフ  

図5結果（揚港別）  自動席割の目的は、与えられたブッキングを、  

制約を満たすようにホールド（グラフ上のノ  

ード）に割り振ることである。（ホールドには  

容量（単位＝RT）が決められている。  

自動席割を数理計画として定式化すると、混  

合整数計画問題となり非常に難しい問題とな  

る。自動席割アルゴリズムでは、ローカルサ  

ーチを基本としたヒューリスティックアルゴ  

リズムを独自に開発した。  
図6メイン画面  

近似解法の解の例  
4．おわりに  

自動席割のアルゴリズムは特許出願中であ  

る。本システムの開発に関わった全関係者の  

方々に感謝したい。   
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図4 結果（積港別）  
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